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＜交流センター講座

スマートフォンの使い方（初級編）講座＞

日 程： 11月19日（木）

場 所： 筑穂交流センター 中研修室

内 容： スマートフォンの基礎や安心して使うためのポイントなどを学びます。

時 間： 10:00～11:00

参 加 費： 無料

定 員： 概ね60歳以上の市民 10名（先着順）

講 師： 地球っこネットワーク 様

持 参： スマートフォン

締 切 日 ： 11月13日（金）

〒820-0701 飯塚市長尾1340番地 電話：72-2204 FAX：72-2426

発行：筑穂交流センター 《休館日…第1・3日曜日》

「ふつう」って何？

今回は、わたしたちがふだん何気なく使っている「ふつう」という言葉について考えてみたいと思います。

・ケース１：A「もしかして、あなた同性愛者なん？」 B「ちがうよ、わたしは“ふつう”やけど」

・ケース２：C「実はわたし『発達障がい』なんだ」 D「えっ、そうなん？Cさん“ふつう”やし、ぜんぜん気づか

んかった」

２つのケースの「ふつう」の使い方、気になりませんか？また、皆さん自身、「ふつう」という言葉にモヤモ

ヤしたことはありませんか？

その時代や社会、属する集団の「ふつう」って誰が決めているのでしょうか？

「ふつう」は社会的マジョリティによって決められます。社会的マジョリティとは、ただ数が多いということで

はなく、社会の中で、より力をもっている社会的集団を指します。例えば、今の日本の社会は、日本人、男

性、障がいのない人、異性愛者、などの社会的マジョリティを中心に作られています。このような社会的マ

ジョリティにとっての「ふつう」が正しい・当たり前、そこから外れることは間違っている・おかしい、という価

値観を見つめ直してみる必要があるのではないでしょうか。

「ふつう」という言葉を使ってはいけないと言いたいのではありません。私も普通に「ふつう」を使っていま

す。「今日のご飯、ふつうにおいしいよ」（妻からはふつうに怒られますが・・・）

深く考えることなく「ふつう」でいることと、差別との関係について考えてみる機会にしてみませんか。

NPO法人人権ネットいいづか 柚木 章一

（高齢者教育講座）

日 程：11月27日（金）

場 所：ふれあい交流センター

研修室（筑穂支所2階）

時 間：10:00～

内 容：県政出前講座 食中毒を防ぐために

講 師：嘉穂・鞍手保健所

対象者：65歳以上の方

申込方法： 11月2日（月）より窓口・電話・

飯塚市公式LINE「予約機能」より受付

問合せ先 ： 筑穂交流センター

電話 72-2204 FAX 72-2426

舞台も屋台も大盛況!!

祭りいいづか筑穂２０２６

10月11日（日）午後1時から、筑穂支所及び支所駐車場において、2

年ぶりに「祭りいいづか筑穂」が開催されました。

今年は時間を短縮し行いましたが、筑穂庁舎5階で行われた開会

式ではあかね太鼓及び筑穂中学校吹奏楽部が開会の演奏を行い、

市長をはじめ地元の県議、市議が出席。式典終了後の「わがまち自

慢」カラオケ部門では17名、第2部のパフォーマンス部門にはダンス

など6グループ75名の参加があり、閉会式には、太鼓サークルの演

奏が行われました。

2回に分けて行われた「お楽しみ抽選会」では賞品数の多さと豪華

さに会場は大盛り上がり、盛会のうちに終了しました。

2階では、飯塚高校製菓コースのスイーツの販売が行われ、長蛇の

列ができるほどの人気で3度目は5分ほどで売り切れていました。

筑穂支所駐車場の「ふれあい屋台村」には、11団体のみなさんによ

り食べ物の提供やゲームなどが催され、終始賑わっていました。

祭りいいづか筑穂の開催にご協力をいただきました関係者の皆様、

参加くださいました参加者の皆様、ありがとうございました。

１「予約機能」を選択

２「予約する」を選択

３「まちづくりや生涯学習

のための講座」を選択

４「各交流センター」を選択

５「筑穂交流センター」を選択
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飯塚市スポーツ推進委員協議会よりお知らせ

ニュースポーツを一緒に楽し

みましょう！

★ファミリーバドミントン・その他 参加無料

【飯塚市総合体育館】

日 時 11月9日（月）、12月14日（月）19:30～

【穂波体育館】

日 時 11月16日（月）、12月21日（月）19:30～

【筑穂体育館】

日 時 11月10日（火）、12月1日（火） 19:30～

★グラウンドゴルフ教室 参加無料

【飯塚市グラウンドゴルフ場）

日 時 11月22日（日） 10:00～

参加事項

①誰でも参加できます。事前申し込みは不要です。

②実施時間の変更・中止等になる場合はホーム

ページで お知らせいたします。

③発熱等の症状がある場合は、参加をご遠慮くださ

い。

④競技中のケガについては、参加者様ご自身の保

険で対応をお願いします。

◎問合せ先 飯塚市役所 スポーツ振興課

電話 96-8699

【ちくほ図書館 11月 おはなし会】

・ 7日（土） 司書のおはなし会

・2０日（金） ちいさい子のためのおはなし会

・28日（土） 楽しいみんなのおはなし会

11時から”おはなしコーナー”にて

20日は、10時30分からです。

11月のサークル 開催予定

サークルに関するお問い合わせは筑穂交流

センターまで 電話 72－2204

健康長寿の食卓 月 16
着付け（前結び） 火 10 17 24
筑穂茜川柳会 火 10
パソコンサークル 火 10 17 24
アンダンテ 火 10 24
書道サークル 水 4 18
太極拳サークル 水 4 11 18 25
エンジョイ３B体操 水 4 11 18 25
いきいき体操 金 6 27
ウクレレサークル 金 13 27
筑穂手話の会 金 6 13 20 27
和楽器サークル(三線） 金 6 20
カーサリンガ 土 7 14 28
和楽器サークル（太鼓） 日 8 22

一般★子育て講座

テーマ★年末年始準備特集

『家計にやさしい♡おもてなし料理講座』

～冬の食材で、バランスのとれた工夫～

毎年恒例、栗木千代香先生のお料理教室です。

家計にもからだにもやさしいお料理をご紹介いただきます。

日 時：12月4日（金）10:00～13:00

(出来上がったお料理は試食します。時間がない方は、

出来上がった時点で、お料理をタッパに詰めてお持ち帰りください。)

場 所：筑穂交流センター 調理実習室

講 師：栗木 千代香先生

対 象：どなたでも参加できます。

未就学児の保護者の方には、託児を準備しています。

(託児は無料です。)

定 員：16人程度

持参品：エプロン バンダナ(髪を覆う布) ハンドタオル マスク 筆記用具

タッパー（お料理は試食します。残ったお料理はお持ち帰り頂けます。）

参加費：1,200円

申込期限：講座 12月 2日(水)まで

託児 11月27日(金)まで

【問合せ・申込み先】

電話または飯塚市公式LINEで

お申し込みください。

11月2日(月)より受付を開始いたします。

筑穂交流センター TEL：72-2204

健幸講座のお知らせ

月に一度、みんなで集まって運動や健幸

について学びましょう。

健幸講座に参加して「フレイル」を予防し

ましょう。

対象者 ：筑穂地区在住の75歳以上の方

日 時 ：11月26日（木）10:00～11:00

場 所 ：筑穂保健福祉総合センター

東棟

参加費 ：無料

※今月は運動になりますので、動きやす

い服装と飲み物、タオルを持参くださ

い。

申 込先：飯塚市社会福祉協議会

筑穂支所 電話 72-3085

１「予約機能」を選択

２「予約する」を選択

３「まちづくりや生涯学習

のための講座」を選択

４「各交流センター」を選択

５「筑穂交流センター」を選択

みんなで楽しもう

第4回ボッチャ大会参加者募集

開催日時 11月21日（土） 9:00 受付 9:30 大会開始

12:30 終了予定

会 場 筑穂体育館（飯塚市長尾1340）

参加対象 筑穂地区在住の障がいのある方（児童）とその家

族・支援者など、大会主旨を理解していただけい

る方または就労している障がいのある方（児童)と

その家族・支援者

参加人数 100人程度

参 加 費 無料

申込期間 11月6日（金）まで（定員になり次第締め切らせて

いただきます。）

申 込 先 筑穂地区社会福祉協議会

電話 72-3085 担当 坂本

主 催 筑穂地区障がい者協議会

共 催 筑穂地区町づくり協議会

筑穂地区社会福祉協議会

協 力 筑穂地区民生委員・児童委員協議会障がい児者部

セルプちくほ、手をつなぐ親の会筑穂支部

あかね園


